
29

　
海
外
日
誌
（
＋
；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
来
　
山
　
本
　
一
　
清

　
午
後
五
時
頃
、
吉
田
氏
及
び
英
子
ご
三
人
で
下
町
へ
行
き
、
買
ひ
物
、
そ
れ
か

ら
・
億
ぼ
単
揚
へ
”
行
キ
・
、
暫
く
畔
間
が
”
あ
ろ
の
で
、
瞬
長
プ
ル
ム
ガ
ー
ド
氏
に
月
山
木

の
西
郡
籏
行
の
乗
軍
券
准
三
三
。
六
時
少
し
前
》
シ
カ
ゴ
よ
り
直
行
動
車
着
、

之
れ
で
寺
本
氏
奄
始
め
日
本
人
三
生
諸
氏
來
着
ぜ
h
れ
六
の
為
迎
ゑ
、
汽
船
で

天
幕
村
に
案
内
し
乳
。

　
夕
食
後
、
Y
M
C
A
難
生
大
嘘
の
開
三
儀
に
串
席
9

　
∴
佼
、
自
分
マ
謡
央
子
ぐ
」
ρ
μ
、
菰
八
丈
｛
毫
の
圖
酔
貴
室
で
じ
バ
ソ
ツ
ト
氏
の
歌
出
恩
に
よ

り
、
救
バ
ー
ナ
ー
ド
教
授
が
生
前
量
界
各
地
か
ら
貰
は
れ
乳
賞
牌
存
見
六
〇
〆
山
ハ

月
十
石
日
の
績
き
）

爽
月
尋
六
日
（
土
）

　
今
日
か
ら
毎
日
、
自
分
に
朝
早
く
趨
き
、
七
呼
か
ら
Y
M
C
A
學
生
大
會
に

出
席
、
九
時
か
ら
ほ
特
に
日
本
人
荒
生
部
の
カ
め
聖
書
講
演
存
す
ろ
こ
芝
ビ
な

ろ
9
題
貫
「
馬
太
傳
し
。

　
午
後
、
天
丈
豪
研
究
室
で
、
大
犬
の
エ
プ
星
の
分
光
藩
臣
な
測
定
す
Q

　
夕
方
、
シ
カ
ゴ
大
蒲
學
よ
り
來
ら
れ
穴
山
石
上
氏
外
四
氏
な
砿
〈
幕
村
に
迎
へ
六
Q

　
今
日
、
リ
ッ
ク
天
文
塵
の
落
盤
長
三
下
ケ
ン
鼎
教
授
よ
り
招
待
釈
曇
る
O

穴
月
極
需
日
（
日
〉

　
朝
九
時
か
ら
天
玉
村
で
攣
書
講
演
。
十
時
牛
か
ら
ば
同
所
の
禮
湿
式
に
列

す
Q
式
に
ば
、
Y
M
C
A
の
學
生
の
み
な
ら
す
、
天
文
藁
の
諸
教
授
を
始
め
、

村
の
人
々
多
く
艦
席
し
象
Q
此
の
檬
子
で
見
る
定
、
多
分
、
村
の
敷
會
に
蛤
ん

ご
誰
も
禮
舞
に
出
席
し
寡
か
つ
六
で
あ
ら
う
。

　
午
後
、
自
分
ぱ
天
幕
村
の
日
本
人
學
生
二
十
数
巽
奄
泡
え
て
、
天
文
墓
の
四

十
吋
及
び
二
十
四
隠
遊
還
鏡
心
案
内
説
明
し
カ
。
偶
々
、
漫
遊
申
の
京
都
市
助

役
今
村
氏
馬
來
あ
れ
索
》
四
時
か
ら
多
数
ほ
停
車
慶
あ
カ
リ
ま
で
散
歩
し
、
湖

岸
の
芝
生
ζ
腰
か
下
し
て
、
雑
談
．
な
ご
し
距
。
岩
上
参
詣
に
六
野
の
壱
州
で
シ

カ
ゴ
へ
聾
ら
れ
糞
。

　
今
山
午
後
、
英
子
に
、
ま
乳
一
、
日
本
服
准
持
ち
幽
し
て
、
ミ
ス
・
り
一

ご
ミ
ス
●
カ
ツ
ヴ
ァ
㌔
ビ
に
r
着
ぜ
、
そ
れ
な
ミ
ス
タ
●
”
－
ρ
か
爲
留
興
に
r
塀
樺
げ
0
ぐ
」

い
ふ
風
の
騒
ぎ
秘
や
つ
て
ゐ
糞
Q

舞
月
十
八
日
（
月
）

「
箏
に
れ
な
い
も
の
で
」
、
日
本
人
が
十
四
五
人
も
集
っ
て
み
る
の
だ
か
ら
、
日

本
食
の
會
為
開
か
う
ご
い
ふ
相
談
が
天
幕
村
に
持
ち
上
つ
カ
。
そ
こ
で
材
料
買

集
め
の
カ
め
、
寺
本
氏
ぽ
今
日
の
四
時
の
汽
車
で
シ
カ
ゴ
へ
急
行
す
ろ
。

宍
・
噛
允
日
（
火
）

　
島
津
夫
人
の
好
意
に
よ
り
、
カ
マ
ボ
コ
、
海
苔
、
か
っ
か
ぶ
し
、
推
茸
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

竹
の
子
や
、
干
瓢
や
、
豆
腐
や
、
醤
油
、
酢
、
幅
聯
漬
ビ
い
ふ
し
ゃ
れ
糞
も
の

恥
澤
山
仕
入
れ
て
、
春
本
践
に
今
日
の
正
午
、
シ
カ
ゴ
ら
ら
露
っ
て
來
乳
。
そ

こ
で
、
明
日
午
後
、
ビ
ク
ニ
〃
た
や
ろ
オ
決
定
）

三
月
二
十
日
（
水
）

　
朝
、
聖
書
講
演
後
、
貞
分
ば
「
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
壷
な
通
し
て
見
写
る
現
代

軒
丈
學
の
｝
斑
」
に
つ
い
て
諜
外
講
話
た
し
、
そ
の
後
ピ
〃
ニ
グ
實
行
委
員
會

訟騨

ﾏ
印
、
隔
定
所
ば
一
大
文
胆
心
の
芝
生
に
隣
ろ
バ
レ
ソ
ト
教
授
の
漉
四
亡
輔
決
定
）
寺
本
践

ば
村
で
来
十
ニ
ボ
ン
ド
、
肉
・
野
茱
・
麗
子
等
か
買
ふ
。

　
午
後
二
蒔
頃
か
ら
、
碁
子
に
中
村
、
朝
枝
、
矢
部
諸
琉
ビ
共
に
、
バ
ン
ビ
．
1

教
授
宅
の
壁
所
た
拝
借
し
て
御
壽
司
為
作
ろ
。
三
時
、
日
本
入
全
部
、
芝
生
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

に
集
り
、
二
つ
の
圓
席
か
作
っ
て
、
急
造
の
か
ま
ざ
な
園
み
、
肉
の
す
き
焼
き

ビ
御
す
し
♂
尋
會
食
す
。
パ
ン
ビ
ー
教
授
の
家
族
一
同
定
”
一
工
夫
妻
定
た
招

待
。
遽
に
ほ
歌
ふ
や
ら
踊
る
や
ら
、
全
く
日
本
氣
分
．
に
な
っ
て
興
が
誰
き
な
か

つ
六
。

喪
轟
轟
燕
口
日
（
木
）

　
朝
・
九
時
か
ら
、
録
本
・
人
下
生
部
ば
ザ
ン
ピ
ー
｛
教
授
に
請
ふ
て
職
…
蒔
の
ベ
ル
ギ

ー
の
講
演
た
聞
い
カ
。

　
午
後
二
畦
か
ら
、
夏
期
大
蒲
の
學
生
一
同
、
汽
船
三
隻
に
分
乗
し
て
、
セ
ネ

バ
噺
棚
存
一
天
旧
す
ろ
0
白
H
分
等
P
μ
バ
ー
。
ハ
署
ド
號
に
．
蘇
り
、
レ
ー
キ
セ
ネ
バ
山
巾
に
「

三
十
分
間
停
泊
し
カ
。
湖
上
か
ら
天
丈
籔
の
景
色
ば
實
に
肚
槻
で
あ
っ
糞
ρ

　
月
宋
、
自
分
等
に
當
地
葎
去
ろ
筈
な
の
で
、
今
夕
、
フ
ロ
ス
翫
乱
塾
宅
に
招

か
れ
て
、
逡
別
の
晩
餐
た
頂
く
。
其
の
後
、
急
の
思
ひ
つ
き
で
、
フ
ロ
ス
事
夫

（
二
九
）



so

人
等
に
連
れ
ら
れ
て
、
ソ
ー
キ
セ
ネ
バ
市
の
青
年
會
館
へ
活
動
爲
置
『
ロ
ビ
ン
・

フ
ッ
ド
」
為
見
に
行
く
Q
十
時
宇
べ
一
に
蹄
り
、
そ
れ
か
ら
更
に
又
、
自
分
に

日
本
人
學
生
諸
氏
に
．
天
文
塵
の
十
二
吋
望
遠
鏡
で
月
や
一
＝
二
の
星
か
見
ゼ
穴

六
月
二
十
二
日
ハ
金
）

　
早
朝
、
古
田
源
治
郎
氏
に
天
幕
村
た
去
っ
て
、
ナ
ー
パ
ー
ン
に
晦
ら
れ
た
。

今
日
の
聖
書
講
演
に
、
自
分
ば
米
愚
人
の
心
理
ぜ
宗
敏
に
嘉
す
ろ
感
想
か
蓮
べ

糞
。　
午
後
四
時
牛
か
ら
、
日
、
支
、
朝
鮮
、
比
、
印
度
等
の
「
外
國
人
」
學
生
部
圭

催
で
、
来
入
指
導
者
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
開
く
Q
英
子
に
日
本
服
で
接
待
Q

　
夕
食
・
後
，
天
象
嘉
の
芝
生
の
上
℃
、
五
山
ハ
人
の
日
本
人
集
豪
り
、
朝
鮮
人
の

安
食
存
招
い
て
、
朝
鮮
問
題
に
關
す
ろ
意
見
の
交
換
を
し
糞
。

　
今
日
，
ウ
4
ル
ソ
ン
山
直
向
蜜
の
｛
憂
長
ア
ダ
ム
ス
氏
か
ら
招
待
歌
か
貰
つ
雲

曲ハ

雌
�
嚴
O
日
（
土
）

　
聖
書
講
演
に
に
主
の
復
活
問
題
准
述
べ
雲
。

　
設
電
食
州
に
■
、
白
【
分
画
P
μ
、
プ
ン
廿
1
馬
の
合
野
虫
へ
由
島
澄
一
音
潜
招
く
O

　
午
後
に
エ
｝
ラ
小
遊
星
の
位
置
計
算
。
．

　
今
日
の
午
後
四
時
、
英
子
に
プ
ン
ビ
i
氏
夫
妻
に
つ
れ
ら
れ
て
、
湖
水
へ
游

泳
に
行
く
。

六
月
二
衡
四
E
（
日
）

　
午
前
九
蒔
よ
り
聖
書
講
演
、
之
れ
で
終
結
。

　
夕
方
、
湖
岸
の
丘
上
に
開
か
れ
力
夕
陽
會
に
出
席
Q
之
れ
で
十
日
間
の
學
生

大
會
が
全
部
終
つ
為
そ
の
後
、
自
分
等
ば
島
津
氏
等
の
カ
テ
ー
ジ
た
訪
ひ
、

所
り
々
共
に
し
，
刷
れ
の
挨
拶
々
し
て
昂
宅
す
・

諏
月
二
十
五
日
（
月
）

Y
M
c
A
大
會
の
學
生
六
ち
に
今
朝
皆
そ
れ
ぐ
露
目
し
て
行
つ
か
、
自
分

等
も
、
西
部
道
行
の
爵
獲
期
が
近
づ
い
六
の
で
、
今
日
午
前
中
か
ら
、
薪
作
り

な
ご
、
準
備
な
富
む
。

　
午
後
四
時
か
ら
囑
曲
リ
ソ
ー
キ
セ
ネ
バ
の
話
爾
欝
者
へ
行
く
O

　
夜
、
大
指
雨
。
カ
ル
ヴ
ア
ト
、
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
車
軸
の
庭
の
大
木
へ
一
画
つ

つ
落
雷
し
ナ
。

（
三
〇
）

穴
月
二
十
留
日
（
火
）

　
午
前
中
、
研
究
室
で
「
簡
軍
法
」
に
よ
り
海
豚
座
デ
星
の
分
光
爲
眞
の
測
定
マ
」

計
算
か
す
る
。

　
午
後
五
時
牛
か
ら
、
ヅ
ン
ビ
ー
夫
妻
の
糞
意
に
よ
り
、
同
家
の
芝
生
の
上
で

自
分
等
の
☆
め
の
逡
別
ピ
〃
ニ
ク
が
開
か
れ
、
大
人
小
人
合
ぜ
て
四
十
人
ほ
こ

集
ま
り
、
サ
ン
ド
ウ
イ
チ
な
ご
の
輕
東
食
・
事
恥
食
べ
な
が
ら
、
愉
快
に
遊
ぶ
Q

日
が
暮
れ
て
、
月
が
東
か
ら
現
は
れ
る
頃
、
　
ヴ
ァ
ツ
ニ
ア
。
サ
ー
〃
な
皆
で
踊

っ
て
、
周
れ
大
。

爽
月
二
†
七
日
（
水
）

　
い
よ
く
出
立
の
日
、
動
か
ら
侮
く
れ
亡
準
備
u
九
．
時
頃
、
り
一
回
の
車
で

停
車
揚
へ
行
き
、
夏
期
乗
車
券
に
つ
い
て
プ
ル
ム
が
意
ド
或
ビ
打
ち
合
す
。
午

後
，
噛
何
物
の
中
で
、
秋
ま
で
虻
田
臨
川
に
あ
っ
σ
て
酊
直
く
議
万
ビ
、
西
日
叩
へ
持
ち
行
く

も
の
た
庭
分
す
。

午
後
五
時
，
フ
・
ス
ト
短
長
夫
妻
の
自
働
車
で
見
逡
ら
れ
て
畠
獲
。
七
畔
牛

シ
カ
ゴ
着
u
す
ぐ
、
青
年
境
面
に
行
っ
て
見
ろ
書
、
そ
こ
で
に
恰
も
レ
ー
キ
ゼ

ネ
バ
夏
期
學
生
大
會
の
認
念
會
が
闘
か
れ
て
居
穴
の
で
、
仲
間
入
い
す
。

　
さ
て
、
夜
十
時
、
青
年
會
及
び
島
津
家
一
同
に
別
れ
か
告
げ
、
夜
牛
十
二
時

十
五
分
、
北
西
停
車
場
出
獲
の
ユ
ニ
ナ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
〃
鐵
道
線
コ
ロ
ラ
ド
急

行
に
乗
ろ
Q

六
月
二
†
《
日
（
木
）

　
終
口
一
」
廣
野
を
西
ヘ
ー
走
り
つ
穿
ゆ
り
ろ
O

　
午
亀
山
三
時
、
カ
ウ
ン
シ
ル
・
プ
ラ
フ
か
ら
ミ
ス
リ
河
奄
渡
っ
で
、
、
ナ
マ
ハ

に
停
車
。
一
時
聞
の
絵
減
た
利
用
し
て
市
内
私
散
歩
す
。
四
時
獲
画
し
て
叉
西

へ
。

七
月
［
叩
十
九
日
（
金
）

　
朝
六
時
、
コ
ロ
ラ
ド
州
に
入
っ
て
、
右
の
車
窓
外
に
ロ
ソ
キ
ー
身
為
望
む
Q

べ
一
の
八
ケ
月
の
生
活
に
全
く
見
な
か
つ
ナ
P
山
の
景
色
を
今
見
る
の
が
な
つ
か

し
い
O
・
七
時
渦
一
、
デ
ン
ブ
i
着
O

　
朝
食
後
，
見
物
車
に
乗
っ
て
、
市
内
の
名
所
な
一
巡
Q
十
一
時
か
ら
づ
ロ
ラ

ド
大
學
た
訪
ひ
、
フ
・
ス
｝
氏
の
紺
介
飛
に
よ
っ
て
、
物
理
教
室
の
ナ
イ
ス
ン



3Z

ン
ダ
i
欝
欝
に
面
會
、
同
教
授
の
案
内
で
、
大
幣
の
チ
ェ
ン
バ
”
ン
天
丈
墓
奄

見
る
。
（
壷
長
に
不
在
で
あ
っ
乳
3

　
午
後
三
時
、
サ
ン
タ
・
フ
エ
線
に
乗
っ
て
廿
ロ
ラ
ド
・
ス
プ
リ
ン
グ
市
に
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
　
ク

き
、
ジ
ョ
イ
ス
・
ホ
テ
ル
に
入
る
。
夕
方
、
散
歩
し
て
パ
イ
ク
ス
塁
砦
見
る
。

此
の
市
に
上
品
な
清
夏
地
で
あ
ろ
Q

六
月
病
田
十
日
（
土
）

　
朝
食
後
、
ア
ン
ト
ラ
ー
公
園
為
散
歩
、
仰
い
で
西
に
一
萬
四
千
吸
の
パ
イ
グ

ス
峯
た
見
、
園
内
に
ば
亦
此
の
山
に
線
あ
ろ
バ
イ
ク
將
軍
の
記
念
碑
な
見
ろ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
七
時
宇
，
サ
ン
タ
・
フ
エ
停
車
揚
獲
車
、
十
時
デ
ン
ゾ
ア
に
着
き
、
汽
車
待

ち
の
間
、
市
内
か
散
歩
。
午
後
一
聯
、
ユ
ニ
ナ
ン
パ
シ
フ
イ
ク
線
に
よ
っ
て
、

西
行
、
ナ
グ
デ
ン
に
向
ふ
。
初
め
て
ト
．
ウ
リ
ス
杢
車
に
乗
っ
て
見
ろ
。

廊
月
一
日
（
日
）

　
朝
七
時
、
ナ
グ
デ
ン
着
、
さ
き
を
急
ぐ
糞
め
、
論
定
の
ソ
ル
ト
レ
ー
キ
見
物

潜
よ
し
て
、
同
じ
列
車
な
乗
り
耀
ぜ
西
行
す
。
車
窓
の
景
色
ば
例
に
よ
り
翠
調

無
趣
味
で
あ
ろ
。
只
、
大
盤
湖
の
長
堤
だ
け
に
見
も
の
で
あ
っ
索
。

暫
月
二
日
（
月
）

　
い
よ
ー
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
入
り
、
朝
、
床
の
中
に
み
る
う
ち
に
サ
〃

ラ
メ
ン
下
市
か
通
過
し
糞
。
九
時
牛
，
ナ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
濱
で
汽
車
存
す
て
、

渡
船
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
着
Q
直
ち
に
カ
リ
フ
ナ
ツ
ニ
ア
街
の
小
川
ホ
テ
ル

に
入
ろ
。
御
書
に
さ
し
味
ぜ
み
そ
汁
の
御
馳
走
H

　
午
後
、
市
内
か
見
な
が
ら
、
上
町
の
薄
湿
町
に
行
き
、
サ
タ
ー
街
の
青
年
會

為
訪
問
、
島
津
氏
の
紹
介
朕
に
よ
り
、
富
澤
圭
事
に
徳
會
。
そ
れ
か
ら
、
案
内

さ
れ
て
、
目
下
「
世
界
教
育
大
倉
」
開
會
中
の
フ
ェ
ア
モ
ン
不
・
ホ
テ
ル
に
至
り

全
量
亭
面
部
の
協
議
會
に
萬
席
す
Q

　
午
後
六
時
一
且
鼎
宿
、
そ
れ
か
ら
ス
テ
y
i
ト
・
ホ
テ
ル
に
原
田
助
段
な
訪

ひ
、
教
育
大
話
に
毒
す
ろ
打
合
ぜ
た
し
．
敦
。

　
夜
九
時
、
フ
エ
ア
モ
ン
ト
・
ホ
テ
ル
に
於
け
ろ
大
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
臨
席
、

十
時
傘
昂
宿
Q

七
月
国
昌
日
（
火
）

　
午
前
九
時
、
フ
ェ
ア
モ
ン
ト
・
ホ
テ
ル
に
行
っ
て
、
両
人
共
、
世
界
教
育
大

洗
の
日
本
代
表
ぜ
し
て
登
録
O
．
そ
れ
か
ら
國
際
協
力
部
の
協
議
會
に
出
席
す
O

　
午
後
に
市
内
散
歩
、
日
本
入
町
の
あ
穴
り
、
そ
れ
か
ら
市
薦
舎
の
あ
索
り
な

あ
ろ
く
〇

七
月
四
日
（
水
）

　
今
日
ば
来
國
猫
立
祭
で
、
一
教
會
大
書
も
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

　
自
分
等
ほ
朝
十
時
か
ら
、
見
物
車
に
便
乗
し
て
、
市
内
の
名
所
や
大
洋
岸
の

タ
リ
フ
館
、
金
門
公
園
、
要
塞
馳
帯
、
陸
軍
螢
戌
地
な
ご
布
見
る
Q

　
午
後
一
時
か
ら
市
の
公
論
堂
に
開
か
る
凋
立
祭
祝
典
及
び
國
際
的
バ
ジ
エ
ン

杢
た
見
ろ
）
夕
方
に
、
叉
、
市
設
葡
の
前
場
で
大
き
な
仕
掛
花
火
。
そ
れ
が
濟

ん
で
、
九
瞳
㎎
か
ら
ば
二
合
邸
三
内
で
大
舞
踏
含
目
ー
ー
i
か
う
し
て
、
終
日
ヤ
ン
キ
ー

蓮
の
騒
ぎ
ぶ
り
姦
見
ろ
。

噛
月
五
日
ハ
木
）

　
二
十
二
牛
、
渡
船
で
ナ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
わ
与
り
、
電
車
で
パ
ー
ケ
リ
ン
の
加

州
大
藩
に
行
音
、
天
業
｛
毫
准
訪
れ
蒙
り
璽
長
ロ
イ
シ
ナ
ー
民
も
ク
ロ
ー
フ
ナ
ド

玩
も
不
在
で
あ
っ
敦
か
、
ア
イ
ナ
γ
ソ
ン
氏
が
親
切
に
諸
設
備
な
案
内
ぜ
ら
れ

六
〇
御
書
に
に
學
内
の
食
堂
で
同
氏
の
御
馳
走
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
圃
書
館
や

戸
外
劇
画
や
高
塔
な
見
ぜ
ら
れ
、
終
に
大
毒
本
部
に
行
つ
糞
が
．
近
頃
薪
任
の

維
麗
長
門
ン
ベ
ル
茂
㎡
μ
不
鯛
仕
で
．
あ
っ
象
Q

　
午
後
二
時
、
韓
じ
て
ナ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
行
さ
、
一
二
度
、
途
に
迷
つ
れ
末
、
漸

く
東
方
の
山
上
に
シ
や
瀞
－
天
蔦
蔓
か
訪
れ
カ
Q
定
こ
ろ
が
生
憎
、
豪
長
バ
ー

ク
ハ
ル
タ
ー
氏
に
病
氣
就
床
中
ご
の
こ
ご
で
蔚
會
不
能
、
六
穿
、
罰
し
い
天
丈

意
畠
の
建
緬
染
の
講
へ
を
カ
メ
ラ
に
工
め
て
下
種
に
つ
い
大
。

孟
月
六
日
（
金
）

　
今
．
朝
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
．
ス
コ
濁
内
．
の
見
物
の
つ
い
で
に
、
例
の
天
文
學
界
の

名
物
男
シ
ー
博
士
准
メ
ー
ア
島
の
海
軍
天
文
塵
に
訪
問
し
温
い
つ
も
り
で
あ
っ

六
が
、
朝
れ
坊
ゆ
し
過
ぎ
て
便
船
心
心
ひ
、
あ
き
ら
め
て
、
市
内
准
買
物
な
ご

し
歪
。

　
午
後
八
時
か
ら
、
サ
タ
i
街
の
青
転
會
に
招
か
れ
、
四
五
＋
の
同
胞
青
年
に

「
恒
星
オ
遊
星
」
の
講
演
払
し
糞
0

（
一
一
ご
）


